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1. はじめに  

Corynebacterium ulcerans は、ジフテリアの起

因菌である C. diphtheriae の近縁種である。一部

の菌株はジフテリア毒素を産生し、ジフテリア

に類似した疾患を引き起こすことがある。ジフ

テリアが感染症法上における二類感染症として

届出が義務付けられている一方で、本感染症は

届出の対象外であり、積極的疫学調査等の行政

の介入が規定されていない。しかし、2002 年 11

月に厚生労働省健康局結核感染症課長通知が発

出されており、地方自治体及び医療機関に対し

て発生に係る情報提供が求められている。今般、

秋田県内において C. ulcerans の感染症例が確認

され、医療機関からの情報提供をもとに、当セ

ンターにて分離株の毒素産生性及び遺伝子解析

を実施したので報告する。  

 

2. 症例 

患者は 70 代女性で、2024 年某日救急搬送さ

れ入院となった。入院数か月前より両下腿に浮

腫が出現しており、一週間ほど前から痛みで体

動困難な状況にあった。入院時には、両下腿に

紫斑・潰瘍、右前胸部に紫斑を認め、X 線 CT

により同部位に蜂窩織炎、肺炎像が確認された。

血液検査により、炎症、貧血、心筋逸脱酵素上

昇を認めた。抗菌薬投与による治療を開始した

が、入院 2 日後に死亡した。入院時に採取され

た皮膚病巣と血液培養 2 セットからグラム陽性

桿菌が確認され、質量分析により C. ulcerans と

同定された。  

 

3. 方法 

患者の皮膚及び血液から分離された C. 

ulcerans 2 株（それぞれ DI-18、DI-19）について、

16S rRNA 遺伝子及び rpoB遺伝子の相同性解析 1)

を実施した。PCR 法 2 )によりジフテリア毒素遺

伝子の保有を、寒天内沈降反応法（Elek 法）3)

により同毒素産生性をそれぞれ確認した。  

7 種類のハウスキーピング遺伝子（atpA, dnaE, 

dnaK, fusA, leuA, odhA, rpoB）についてシークエ

ンス解析を実施し、各遺伝子の allele number 及

び MLST 型を決定した 4)。ジフテリア毒素遺伝

子についてもシークエンス解析 5)を実施し、登

録配列との比較を行った。  

 

4. 結果 

相同性解析の結果、16S rRNA、rpoB 両遺伝子

とも C. ulcerans の登録配列と 100%一致した。

PCR 法によりジフテリア毒素遺伝子の保有が確

認され、Elek 法を実施した結果、沈降線が認め

られたため同毒素の産生が確認された（図 1）。

以上により、本事例の分離株はジフテリア毒素

産生性の C. ulcerans であることが判明した。  

疫学解析の結果、allele number は全て 1 で、

MLST 型は ST1 に分類された（表 1）。ジフテ

リア毒素遺伝子の配列は GeneBank に登録され

た AB602354 と 1 塩基違いで、99.9%一致した。 

 

5. 考察 

本感染症は、ジフテリアによる健康被害が比較

的少ない先進国において特に注目されている 6)。

日本国内においても、2001 年に初めて発生が確

認されて以降、2020 年までに 36 件が報告され、

死亡事例も 2 件確認されている 7)。症状として

は、風邪様症状や咽頭における偽膜形成等の呼

吸器症状が約 7 割を占め、皮膚病変等の非呼吸

器症状の症例は少ない。呼吸器症状は中高齢者

に多く重症化しやすい一方で、非呼吸器症状は

比較的若い年齢での発症が多く、重症度は低い

傾向がある。本事例の患者は独居であったため、

皮膚病変が認められるも早期受診につながらず、

入院加療に至るまでに長い時間がかかっており、

菌の同定結果が担当医に報告されたのは患者の

死亡の数時間前であった。
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表 1 分離株の MLST 解析 

 

 allele number MLST 型 

atpA dnaE dnaK fusA leuA odhA rpoB 

DI-18 1 1 1 1 1 1 1 ST1 

DI-19 1 1 1 1 1 1 1 ST1 
 

 

C. ulcernas は、疫学解析により、ヒト、犬、

猫からの分離菌で構成される「ヒト犬猫圏」と、

野生動物からの分離菌で構成される「野生動物

圏」の 2 種類の菌群に分類可能である 4)。本事

例の分離株は、MLST で ST1 に分類され、ジフ

テリア毒素の配列は GeneBank に登録されてい

る AB602354 とほぼ同じ配列であり、「ヒト犬

猫圏」に分類される遺伝子型であった。患者の

動物の飼育歴等を確認することはできなかった

が、疫学解析の結果から犬や猫等との接触が原

因で感染した可能性が高いことが推察された。

また、ST1 は日本で初めて報告されたヒト感染

事例を含め、国内で広く分離されている MLST

型であり 8,9)、遺伝的に近縁な菌株が日本国内に

広く伝播している可能性が示唆された。  

日本国内では、ほとんどの C. ulcerans 感染事

例で伴侶動物からの感染が疑われている 6)。動

物と触れ合った後の手洗いの実施等、一般的な

衛生管理が感染リスクの低減に有効である。本

事例は管轄保健所から厚生労働省に対する報告

等が行われたが、前述したとおり本感染症は症

例の全数把握が行われておらず、潜在的には更

に多数の感染者が存在するとの予想もある 9)。

今後も関係機関で連携し、本感染症についての

啓発と注意喚起に努めていきたい。  
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図 1 ジフテリア毒素確認試験 

ジフテリア毒素遺伝子検出 PCR（左） 

Elek 法（右） 
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